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2.7年、入院率 0.23/人年、死亡率 4.2/100人年であった。観察期間中に 1 回以
上の入院を経験したのは 873人（26%）であり、この中での入院回数の分布は
中央値 1（IQR 1～2）回であった。時間依存性 Cox 回帰分析は、欠測の無い
3,188名で行った。死亡の HRは、入院回数 0回を基準として、1回 1.41（95%
信頼区間 0.99-2.00）、2 回以上 2.27（1.59-3.23）であった。原因別入院の影
響を分析した副次解析では、原因毎の入院歴なしを基準として、感染症による

















入院累積回数を時間依存性変数とした時間依存性 Cox 回帰の結果、死亡の HR
は、入院回数 0回を基準として、1回 1.41(95%信頼区間 0.99-2.00)、2回以上
2.27(1.59-3.23)であった。年齢別の解析で、65歳未満では、1回 1.63(0.89-2.99)、
2 回以上 3.35(1.82-6.20)、65 歳以上では、1 回 1.33(0.85-2.07)、2 回以上
1.96(1.26-3.04)であった。時間依存性共変量を用いないランドマーク法を用い
て、3 つのランドマーク(観察開始から 180、365、545 日)について追加解析を
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